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＊気持ちを言葉で表せない子の助けとなる。

＊複雑な気持ちを、表現でき、理解しあえる。

どんなきもち？

心 と 心 が つ な が る

認め合え、支え合える仲間
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POINTS

1 自他の感情を理解し、互いを肯定的に受けとめられるように工夫する
【課題】
自分の感情をうまく伝えられなかったり、相手の気持ちを表情や言葉から察したり理解したりすることが苦手で周囲とうまくコミュニケーションがとれないケース

　【実践例】
　　・自分の感情を振り返る機会を設ける。

（感情をコントロールしたり、他者の感情を理解することにつなぐ）

　　・ＴＰＯに応じた友だちとのやりとりを具体的に指導する。

　　（場面に応じた自己表現の仕方、他者理解の具体的な方法を知り、感情のコントロールを行い集団参加のスキルアップを図る）



2 ペアワーク・グループワークを取り入れ、活動への参加の促進を図る

【課題】
学級や友だちのことについて関心がうすく、学級の課題を解決しようとする意欲が低いケース

　【実践例】
　・お互いの考えや思いを伝えあう場面を、学級活動だけでなく、教科指導など様々な機会

　　　に設定する。

　　・ペアワーク・グループワークを取り入れ、

　　　発表の機会を設け、授業に主体的に参加する

意識を育てる工夫をする。
　　（グループワークの際は、すべての子どもの活

躍の機会が作れるよう人数の工夫をしたり、

役割を決めたり、具体的なテーマを提示する
などして、単なる形だけの活動にならないよ
うにすることが大切）


　「ともに学び、ともに育つ」教育を進めるためには、一人ひとりの子どもたちが、なかまの願いや思いを共感的に受けとめることのできる豊かな感性や、なかまとともに問題を主体的に解決していこうとする実践的な態度の育成等、人権尊重の教育の充実を図り、いじめをなくす実践力を培う必要があります。

　障がい理解教育など人権課題に対応した教材による学習や体験活動を行うとともに、子どもたち自らの生活との関わりや、身近ななかまとのつながりを意識させることが大切です。


· 障がいや障がい者に対して、表面的な理解に終わらず、体験的に学ばせること
知識を単に一方的に教え込んだり、個々に学習させたりするだけでなく、子どもが、主体的・実践的に、他の子どもたちとも協力し合いながら、体験することを通して学習させること。自分で「感じ、考え、行動する」ことで初めて、目の前で起きたことに気付き、正しく判断し、実践的に行動することができる能力が身に付く。

· 学校、学級の実態や子どもの発達段階に応じた指導内容であること
子ども理解に努め、学校、学級実態をふまえたうえで、それぞれに何を学ばせたいのかなど具体的なイメージを持つこと。

· 年間指導計画に基づいた計画的、系統だった指導であること
これらの体験的な学習が、子どもそれぞれの中で深まり、広まり、自分の生き方と重ね合わせて考えることができるよう、発達段階に応じたねらいに基づいた系統的な指導を展開すること。さらには、幼稚園及び小・中学校が、それぞれがどのような学びを行っているかなどを知った上で交流し、連携して取り組むこと。

· 他教科や道徳、総合的な学習の時間とも関連づけ、学校教育活動すべてを通して指導を行うこと

· 実施後は、教材やねらいが適切であったか、子どもの変容についての評価を行い、次の指導に活かすこと
この学習を通して、どのような力がついたのか、生活の場面にどう活かせたのかを振り返る機会があること。

１．集団づくり





　大阪府では、これまでから、障がいのある子どもを含めたすべての子どもたちが「ともに学び、ともに育つ」教育を大切にしてきました。集団の中で、一人ひとりを尊重し、違いを認め合いながら、自尊感情を高め、互いを大切にする態度を育む集団づくりに取り組むことが大切です。そのためには、集団において、それぞれの子どもが役割を果たし活躍する場面、集団の中で他から認められる場面を意識し、子どもの自尊感情や自己有用感を高める集団づくりを行う必要があります。
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自分の気持ちを振り返させる（幼稚園）





�





「ともに学び、ともに育つ」教育





障がい理解教育を進めるためのポイント





『「ともに学び、ともに育つ」支援教育のさらなる充実のために』　


（平成25年3月　大阪府教育委員会）








